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今月は、市県民税の第2期、介護保険料・後期高齢者保険料の第3期、
国民健康保険税第6期の納付月です。納期内の納付をお願いします。

問サンヒルズひた☎℻㉒５７３３
　商工労政課企業立地・雇用労働係☎㉒８２３９（市役所 3 階）

　サンヒルズひたでは、各種教室の受講生を募集しています。希望者は、サンヒルズひたの窓口、電話又はファックス
でお申し込みください。

「サンヒルズひた」 令和５年度後期教室の受講生を募集します！

教室名 曜日 時間
卓球教室

月曜日（月4回）

9：30～11：30
インナー

ビューティーヨガ 10：00～11：30

ヨガ教室 13：30～15：00

書道・実用書道教室 19：00～21：00

骨盤矯正 健身操教室
月曜日（月3回）

13：30～15：30
◎韓国語教室

（初心者向け） 19：00～21：00

歌声サロン 第4月曜日 10：00～11：30

バドミントン教室 毎週火曜日 19：30～21：30

◎リズム音楽療法
火曜日（月4回）

10：30～11：30

華道教室 19：00～21：00
◎韓国伝統手工芸

チョガッポ 火曜日（月１回） 18：３0～20：３0

太鼓教室 清流太鼓 第1・3火曜日 13：30～15：30
サンヒルズ

ひょっとこ愛好会 毎週水曜日 13：30～14：30

ヨガ教室
水曜日（月４回）

10：00～11：30

ピラティス 19：00～21：00
かな・実用書道
（美颯の会） 第1・3水曜日 10：00～12：00

教室名 曜日 時間
ヨガ教室

木曜日（月4回）

10：00～11：30

トールペイント教室
10：00～12：00ゆっくりやさしい

エアロビクス
書道教室 17：00～21：00

ナイトヨガ 19：３0～21：00

カラオケ教室 19：30～21：30

フォークダンス教室 第1～3木曜日 10：00～1２：０0

三芳少年剣士会
毎週金曜日

18：00～19：30

フラダンス 20：00～21：00
カポエイラ・

ラテンフィットネス 金曜日（月4回）
11：００～12：０0

たのしいエアロビクス 19：30～21：30

韓国語会話講座（初級）
土曜日（月３回）

18：00～19：20

韓国語会話講座（入門） 19：30～20：50

スマホ教室 第1・3土曜日 10：00～11：30

ステラ・パソコン教室 月～金曜日
（月3回） 13：30～15：30

ジャザサイズ
毎週月・土曜日 19：30～20：30

毎週火・土曜日 10：00～11：00

◎アロマ入門講座 月２回（不定期） 10：00～1２：30

※◎は令和５年10月からの新教室です。

9月25日㈪・10月２日㈪の午後7時30分～９時に、
「韓国語初級者無料講座」を行います。
限定15人・事前予約制です。
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職員の給与・手当の状況

▶人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（令和５年３月31日）

歳出額
（A）

人件費
（B）

職員給与費
（C）

人件費率
（B/A）

職員給与費率
（C/A）

6１,4９4人 39,929,818千円 5,639,328千円 3,502,144千円 14.1％ 8.8％

※ この表は、人件費・職員給与費が市財政（歳出額）に占める割合を示します。なお、人件費（Ｂ）には、特別職、議員、会
計年度任用職員等に支給される給料、報酬などを含みます。また、職員給与費（Ｃ）は人件費のうち一般職員（再任用職員、
任期付職員、フルタイム会計年度任用職員を含む）の給料及びその他の手当（扶養手当、期末・勤勉手当、時間外勤務手
当等）の支給額で、地方公務員共済組合負担金、退職手当及び児童手当を含みません。

▶職員の給与費の状況（令和5年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）給料 期末・勤勉手当 その他の手当 計（Ｂ）

640人 2,380,88１千円 92４,６９０千円 3８４,８６１千円 3,6９０,４３２千円 5,７６６千円

※職員数は、再任用職員、任期付職員、フルタイム会計年度任用職員を含んだ普通会計の職員です（特別職は除く）。

▶職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（令和５年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 32４,４00円 42歳７月

※  職員の職種別で、最も多く構成される一般行政
職の平均給料月額及び平均年齢を示しています。

▶職員の初任給の状況（令和５年４月１日現在）

区分 高校卒 大学卒

一般行政職 初任給 15９,２00円 1９２,０00円
採用２年経過後給料額 1７5,６00円 20４,５00円

▶職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和５年４月１日現在）

区分 経験年数
10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職 大学卒 28１,８00円 3４２,２00円 36６,６00円
高校卒 ２４８,５00円 29２,３00円 34８,８00円

▶級別職員数の状況（令和５年４月１日現在）

区分
標準職務

１級
主事補・技師補等

２級
主事・技師等

３級
主任等

４級
副主幹・主査等

５級
主幹

６級
課長・所長等

７級
部長等 計

職員数 64人 68人 109人 163人 14２人 61人 10人 617人
構成比 10.4％ 11.0％ 17.7％ 26.4％ 23.0％ 9.9％ 1.6％ 100.0％

※再任用職員（フルタイムのみ）を含み、任期付職員、広域派遣職員を含みません。

▶期末・勤勉手当及び退職手当の状況（令和５年４月１日現在）

期
末･

勤
勉
手
当

一般職員（職制・職務の等級による加算措置有） 再任用・任期付職員
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.20月分 1.00月分 ６月期 0.675月分 0.4７5月分
12月期 1.20月分 1.00月分 12月期 0.675月分 0.4７5月分

計 2.40月分 2.00月分 計 1.35月分 0.9５月分

※職員手当には、退職手当及び児童手当は含みません。

退
職
手
当

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

退
職
手
当

自己都合 勧奨・定年
勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分
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被評価者 一次評価者 二次評価者
部長級 － 副市長
課長級 部長級 副市長

主事補級～主幹級 課長級 部長級

職員の人事評価の状況

▶人事評価制度の概要
　市では、主体的な職務の遂行及びより高い能力を持った職員の育成を図るため、勤務評定による評価を改め、平成28年４
月から人事評価制度を導入しています。
　この制度は、職員が定めた目標をどの程度達成したかを評価する業績評価と職務遂行上の能力や態度を評価する能力評
価に分かれており、評価は統一的基準によって公正に行われます。

▶人事評価制度の実施状況
■対象職員　一般職の職員
■評価者体系

職員の任免及び職員数に関する状況

▶退職と採用の状況

退職者
（令和4年４月１日～令和５年３月31日）

採用者
（令和４年４月２日～令和５年４月１日） 増減数

（B-A）定年退職 その他 計（A） 令和４年度途中採用者 令和５年４月１日採用者 計（B）
16人 15人 31人 ０人 31人 31人 ０人

※退職及び採用は、再任用及び任期付職員（フルタイムのみ）を含み、他団体からの派遣等の着任・帰任を含みません。

▶部局別職員数の状況

※職員数は、再任用及び任期付職員（フルタイムのみ）を含み、会計年度任用職員を除いています。

令和４年度（A）
（令和４年４月１日）

令和５年度（B）
（令和５年４月１日） 増減数（B-A）

市長事務部局 499人 501人 ２人
議会事務部局 7人 ７人 0人
教育委員会事務部局 67人 66人 -1人
選挙管理委員会事務部局 3人 3人 0人
監査委員事務部局 ４人 4人 0人
農業委員会事務部局 ６人 6人 0人
上下水道局 35人 34人 -1人
日田玖珠広域消防組合派遣 ２人 2人 0人

計 623人 623人 0人
住民基本台帳人口 62,464人 61,494人
職員１人当たりの市民数 100人 98人

区分
部局

　「地方公務員法」及び「日田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政の運営等の状況につい
て公表します。

市の人事行政の運営等の状況について公表します

　総務課職員係☎㉒８３９２（市役所４階）問

■評価　Ａ～Ｅの５段階評価
■面談　 被評価者に対して面談を実施し、評価内

容のフィードバックを行う
■活用　 評価結果は、職員の人材育成及び人事

管理に活用
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服務上の制約 内容

法令等及び職務命令に従う義務 職員は、その職務を遂行するにあたって、法令、条例、規則等に従い、かつ上司の職務上
の命令に忠実に従わなければなりません。

信用失墜行為の禁止 職員は、その職の信用を傷つけ、又は職全体の不名誉になるような行為をしてはなりません。
このような行為を行うことは、公務全体に対する市民の信頼を裏切ることにつながるためです。

秘密を守る義務 職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません。その職を退いた後も同様です。

職務に専念する義務
職員は、勤務時間及び職務上の注意力の全てをその職責の遂行のために用い、全体の
奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ職務の遂行にあたっては全力を挙げてこれ
に専念しなければなりません。

政治的行為の制限 職員は、特定の政治的活動を行うことが禁止されています。これは、職員の政治的中立性
の確保の要請及び政治的影響からの職員の保護の必要性に基づくものです。

争議行為等の禁止 職員は、全体の奉仕者として公共の福祉のために勤務するという地位にあることに基づい
て争議行為等が禁止されています。

営利企業等の従事制限 職員は、任命権者の許可を得なければ、営利を目的とする私企業を営み、若しくは役員等
となり、又は報酬を得ていかなる事業にも従事してはなりません。

職員の分限及び懲戒処分、服務、研修の状況

▶分限及び
　懲戒処分の状況

分限処分
免職 降任 降給 休職 計
０人 ０人 ０人 8人 8人

▶職員の服務の状況 　全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならないこととされており、この趣旨を具体的に実現するために、
服務上の制約が課されています。

懲戒処分
免職 停職 減給 戒告 計
０人 ０人 ０人 ０人 ０人

▶公務災害等の
　発生状況 認定件数 ２件 内訳

公務災害　２件
通勤災害　０件

職員の福祉及び利益保護、公平委員会業務の状況

▶健康管理事業の状況 項目 受診者数 内容
一般健康診断 707人 一般検診等
節目検診 309人 ＨＢｓ抗原・ＨＣＶ抗体、前立腺、脳疾患、胸部ＣＴ、ピロリ菌
予防接種 171人 保育士、保健師等

▶公平委員会の業務
　の状況

勤務条件に関する措置の要求状況 措置要求件数　　０件
不利益処分に関する不服申立て状況 不服申立て件数　０件

▶職員互助会事業
　の状況

名称 会員数 公費負担額 公費負担率 内容
日田市職員共済会 60７人 4,500千円 ４９.98％ 教養文化・体育に関する事業

※公費負担率とは、公費負担額と会員掛金総額の合計額に対する公費負担額の割合を示したものです。

▶職員の研修の状況 研修名 研修者数 内容
一般研修 １６０人 管理職員研修、新採用職員研修
派遣研修 ４７７人 階層別研修、専門研修等
その他研修 3,915人 人権・部落差別問題啓発研修等
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■市の人事行政の運営等の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況及び休業に関する状況

▶勤務時間等の状況 勤務時間帯 休憩時間 週休日 休日

午前８時30分～午後５時 45分 土・日曜日 国民の祝日に関する法律に規定する休日
12月29日～翌年１月３日

※ 職場や職種によっては、上記と異なります。

▶休暇等の状況 区分 内容 取得状況

年次有給休暇
（※1）

暦年によって20日付与。20日を超えない範囲内の残日数
を翌年に繰り越すことができる

9.25日/年
（平均）

介護休暇
（※1）

介護を最低２週間以上必要とし、一の継続する状態ごとに
連続する６月の期間内（無給休暇） 0人

育児休業（※2） 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 10人

※ 1　令和４年１月１日～12月31日での取得日数です。上記以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※ 2　令和４年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

▶扶養手当、住居手当及び通勤手当の状況（令和５年４月１日現在）

区分 内容
扶養手当 配偶者、子供などの区分によって扶養親族１人につき6,500円～10,000円
住居手当 持家、借家などの区分によって900円～27,000円
通勤手当 通勤距離及び方法に応じて2,000円～55,000円

▶地域手当の状況（令和５年４月１日現在）

区分 内容 支給率

地域手当 民間における賃金・物価等が高い地域に在勤
する職員並びに医師に支給する手当

福岡市 10％ 東京23区内 20％
横浜市 16％ 医師 16％

▶特殊勤務手当の状況

区分 内容 平均支給月額

特殊勤務手当

著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務
で、給与上特別な考慮を必要とし、かつ、その特殊性を給料で考慮
することが適当でないと認められるものに従事する職員に、その勤
務の特殊性に応じて支給する手当

対象職員１人当たり
4,748円

▶時間外勤務手当
　の状況

区分 平均支給月額

時間外勤務手当 対象職員１人当たり　26,539円

▶特別職の給与等の状況（令和５年４月１日現在）

区分 給料月額 期末手当
市長 784,800円 ６月期 1.5２５月分

12月期 1.5２５月分
計 3.0５月分

副市長 710,000円
教育長 602,000円

区分 報酬月額 期末手当
議長 447,000円 ６月期 1.5５月分

12月期 1.5５月分
計 3.１月分

副議長 393,000円
議員 382,000円

※ 市長は10％の給料の減額措置を実施していますので、減額後の給料月額を示しています。
※期末手当は、加算措置があります。
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問日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０　
　商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

※ 講師は大分県よろず支援拠点からコーディネーターが派遣されます。
※ 日田市ビジネスサポートセンターに電話でお申し込みください。

日田市ビジネスサポートセンター創業相談会

創業を考えている人や創業間もない人のいろいろな
悩みに対する相談会を行っています。是非、ご参加く
ださい。
▶とき　毎週土曜日　午前９時～午後５時
※祝日、年末年始を除く。
▶ところ　日田市ビジネスサポートセンター

 【出張相談会】
▶とき　下記のセミナー実施日
　午前10時～正午、午後３時30分～４時30分
▶ところ　日田市ビジネスサポートセンター
　（日田玖珠地域産業振興センター１階）

【セミナー】「生産性向上を支援する課題の解決」シリーズ
▶ところ　日田玖珠地域産業振興センター２階　商談会議室

とき テーマ 講師

11月17日㈮
午後１時～３時 顧客・売上減少に負けない数字にもとづく経営課題解決（財務） 二宮基陽 氏

令和６年１月19日㈮
午後１時～３時 ＩＴ・ＷＥＢを駆使した営業・販売戦略（販路開拓） 工藤 崇 氏

令和６年3月15日㈮
午後１時～３時 商談会などに通じた営業開拓の基本を学ぶ（販路開拓） 木許 大 氏

　大分県よろず支援拠点による中小企業者・創業希望者等を対象とした出張相談会と、販路開拓や財務の各種セミナーを
実施します。

大分県よろず支援拠点
●出張経営相談会及び経営セミナーを実施します

▶電子商品券に関する問合せ
　電子商品券「ひたpay」コールセンター
　☎０１２０‐６７０‐４００
　（受付時間：午前９時～午後７時）
※年中無休（年末年始を除く）。
▶問合せ
　日田市プレミアム付商品券発行実行委員会
・日田商工会議所☎㉒３１８４
・日田地区商工会☎�２９７６

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

地域消費喚起プレミアム商品券Part４
●電子商品券「ひたpay」の申込開始！

▶商品券　
　1口6,500円分を5,000円（プレミアム率30%）で販売　
　（1人最大10口まで）
　内訳：共通分（大型店・中小店）3,000円、
　　　　中小店専用分3,500円
▶決済方法　
　二次元コード決済
　 店頭に掲示する二次元コードをスマートフォンで読み込

んで決済
▶ 申込方法　
　 右記二次元コードからスマートフォンにアプリ「ひた

pay」をインストールし、アプリ上で申込み（先着順）
▶購入期間　
 　申込みから１週間以内にコンビニで入金
※アプリに操作案内が表示されます。
▶使用期間　
　 10月１日㈰～令和６年１月31日㈬

申込みはこちら▼

【申込開始　10月１日㈰　午前９時から】
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　令和６年度から小学校で使用する教科書の採択が全国的に行われました。日田市教育委員会でも、各教科書の調査・研
究結果を基に慎重に協議を行い、市内の小学校で使用する教科書を以下のとおり決定しました。

問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

種目 発行者 採択の主な理由

国語 光村図書 学習の流れが視覚化されて学び方が定着する構造となっており、児童・教師が
同一の目標を持って学習に取り組むことができる。

書写 光村図書 見開きで見やすい構成で、イラストや動画コンテンツでとめ・はらい等の指導事
項を理解させやすく、他教科や日常的な活動につなげることができる。

社会 東京書籍 見開きごとに問題解決的な学習が展開されており、人気キャラクターによる見方・
考え方の問いが提示され、児童が主体的に学習できるよう工夫されている。

地図 帝国書院 地図帳の活用を図るための「地図帳の使い方」が充実しており、ＳＤＧｓや防災マッ
プづくりなど多彩な授業展開が可能で、他教科でも活用しやすい。

算数 大日本図書 ほぼ全ページにある二次元コードで問題の解説を見ることができ、全学年でプロ
グラミング学習や読解力・表現力・活用力を高める問題が工夫されている。

理科 大日本図書 充実した二次元コードや、観察・実験についてはあえて詳細な記述を控えるなど、
児童が考えを深め広げたり、協働的な学習を進めたりするよう工夫されている。

生活 教育出版 活動の視点が明確で、写真やイラストが多用され、児童が興味・関心を持って
取り組めるとともに、児童の様々な気付きや考えを引き出すことができる。

音楽 教育芸術社 表記やイラストが分かりやすく、歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞の教材がバランス
よく配列されており、児童が楽しみながら主体的に音楽の力を身に付けられる。

図画工作 日本文教 二次元コードの活用で作品を多く掲載し、発想の広がりを喚起させる構成となっ
ているとともに、鑑賞活動も制作として捉えるなど言語活動も充実している。

家庭 開隆堂 重要語句が分かりやすく、持続可能な社会や地域との関わりとして食文化や防災
が扱われており、児童が興味関心を持って主体的に取り組める工夫がされている。

保健 東京書籍 二次元コードが充実しているとともに、自然災害の発生や夏場に高温になる日田
市の地域性から、児童自らの生活経験を活かして学びを深めることができる。

特別の教科
道徳 光文書院 児童の意欲を高め探求する力を育む話題・題材が充実しており、考え、議論す

る活動を通して道徳的な判断力、実践意欲と態度を育成するのに適している。

外国語 東京書籍
１単元1言語材料でスモールステップによって無理のない指導ができ、児童が興
味関心を抱きやすい言語活動やトピックによって、学習意欲を高める工夫がされ
ている。

※中学校の教科書は令和６年度に採択を行います。

●小学校の教科書が決まりました

小・中学校の教科書の採択についてはこちら▶
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問日田玖珠広域消防組合消防本部警防課警防係☎㉔２２０４

　日田玖珠広域消防組合消防本部では、７月２５日㈫に「山岳救助隊」を発足し、１５人の山岳救助隊員に任命書を交付しました。
　管内には、くじゅう連山をはじめ、津江山系釈迦連峰など、登山やトレッキング愛好者に親しまれた山々があり、これらに関
係する救急救助事案の対応と併せて、山林作業中の事故、山林火災等、山岳での災害を広く想定し、地域住民はもちろん、
地域を訪れる人々のさらなる安心・安全を確保していきます。　
　また、同日に総務省消防庁から緊急消防援助隊無償使用車両「小型救助車」を受領し、玖珠消防署に配備しました。

●「山岳救助隊」発足式と「小型救助車」の配備について

緊急消防援助隊無償使用車両「小型救助車」▼

▲「山岳救助隊」発足式

令和5年度考古学講座
●「タイムトリップひたvol.21」受講生募集！
　おおいたの縄文時代の遺跡を中心に、講義とバスツアーで考古学のおもしろさを感じられる講座を開催します。

▶ところ　
　市役所7階　中会議室（第1・2・5講）、
　日田市埋蔵文化財センター（第3講）、
　大分県立埋蔵文化財センター（第4講／バスツアー）

▶ 受講料　無料
※バスツアー時の保険料は自己負担。　
▶募集数　 
　６0人程度（15歳以上の人／先着順）
▶申込方法
　 電子申請（上記二次元コード）又は電話で申込み　

【申込期限　９月２９日㈮】

とき 内容 講師

第１講 10月11日㈬
午後６時～７時30分 【講義】九州、おおいたの縄文文化について 九州大学総合博物館

助教　福永将大 氏

第２講 10月25日㈬
午後６時～７時30分

【講義】おおいた北部（中津平野）の縄文遺跡
　　　 法垣遺跡を中心に

中津市教育委員会
浦井直幸 氏

第３講 11月８日㈬
午後５時３０分～７時（予定） 【講義】おおいた西部（日田盆地）の縄文遺跡 文化財保護課 職員

第４講 １１月１５日㈬
正午～午後５時

【講義・バスツアー】
  おおいた南部（佐伯・豊後大野）の縄文遺跡

大分県立埋蔵文化財センター　
横澤 慈 氏

第５講 １１月２２日㈬
午後６時～７時３０分

【講義】おおいた中部（大分平野）の縄文遺跡
　　　 横尾貝塚を中心に

大分市教育委員会
小野綾夏 氏

問文化財保護課埋蔵文化財係☎㉔７１７１（市役所別館２階）　
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　市内には現在約540人の外国人が居住しているのを知っていますか。在住外国人だけでなく、外国人観光客、高齢者や子
供にとっても分かりやすい「やさしい日本語」を勉強して、実際に使ってみましょう。
　この講座では、第１回目に「やさしい日本語」について勉強し、第２回目に実践編として実際に外国人（立命館アジア太平洋
大学の学生等）と「やさしい日本語」を使って会話をしてみます。　　

やさしい日本語学習会・交流会

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８ 
　℻㉒６８６９ 🅼🅼 skkyoiku@city.hita.lg.jp（アオーゼ内）　

▶講師
　立命館アジア太平洋大学　教授　本田明子 氏　　
　多文化共生マネージャー　森川寿子 氏
▶申込方法
　 電子申請（下記二次元コード）又は電話、ファックス、メー

ルのいずれかで申込み
※定員に達し次第、締め切ります。

▶とき・対象
・第1回　
　10月10日㈫　市内在住の日本人
・第２回　
　10月24日㈫　１回目の参加者及び市内在住外国人
※いずれも午後７時～９時。
▶ところ
　アオーゼ２階　会議室2・3
▶募集数　４０人

●「学んで、使ってみよう！やさしい日本語」 【申込期限　10月３日㈫】

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１（市役所別館２階）　

　初心者向けの「古文書入門講座」を開催します。本講座では、読み解き未経験者の人にも初歩から分かりやすく解説します。
また、第3講ではバスツアーを行います。古文書を通して日田や大分の歴史や文化に触れてみませんか。

●古文書から見える歴史にふれてみませんか

▶とき　
　午後2時30分～4時　
※第3講は午前１０時～午後5時（予定）
▶ところ　
　市役所7階　大会議室（第1・2・4・5・6講）　　　　　　　　　　　　　　　　　
▶ 受講料　 無料　
※ 辞書等の購入、バスツアー時の保険料及び飲食代は

自己負担。

▶募集数　
　 50人程度（15歳以上の人）
※応募者多数の場合は抽選。
▶申込方法
　 電子申請（上記二次元コード）又は電話で申込み　

とき 内容 講師

第１講 10月18日㈬ 「古文書に親しむ」 大分県立先哲史料館
久保修平 氏

第２講 10月30日㈪ 「戦国期日田の古文書をよむ」 大分県立先哲史料館
松尾大輝 氏

第３講 11月４日㈯ バスツアー　秋季企画展「大友文書の世界」 見学
　　　　　  記念講演会 参加 大分県立先哲史料館

第４講 １１月６日㈪ 「耶馬渓・山国地方の天領の村々」 中津市歴史博物館
三谷紘平 氏

第５講 １１月16日㈭ 「近世日田の古文書をよむ」 大分県立先哲史料館
佐藤香代 氏

第６講 １１月22日㈬ 「近代の書簡をよむ」 大分県立先哲史料館
松原勝也 氏

【申込期限　 10月2日㈪】

　※「やさしい日本語」は、外国人が学ぶものではなく、日本人が学ぶものです。
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②
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③
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６
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２
９
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４
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０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
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催
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３
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ら
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。

問
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市
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課
都
市
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係

　
☎
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８
２
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）
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で
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康
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援
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３
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０
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24
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Information 9.15 次回の広報ひた10月１日号は、10月２日㈪に発送します。

健
康
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福
祉
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３
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に
５
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和
４
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11
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新
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。
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熱
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３
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問
足
も
と
屋
☎
㉘
６
９
１
９

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る「
チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
」の
立
上
げ
に
向
け
た
研
修
会
を
行
い
ま

す
。
認
知
症
に
関
す
る
詳
し
い
知
識
や
、認
知

症
の
人
を
必
要
に
応
じ
て
手
助
け
す
る
た
め
の

対
応
方
法
等
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

対
象

　 

過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
又
は

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
を
受
講
し

た
人
で
、3
日
間
の
研
修
に
参
加
で
き
る
人

問
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
8
３
６
２（
市
役
所
３
階
）

堆
肥
の
販
売
受
付

■
販
売
物

　
袋
詰
堆
肥
12
㎏

■
成
分

　
窒
素
2.8
％
、リ
ン
酸
6.2
％
、

　
カ
リ
ウ
ム
０
・
57
％

■
販
売
手
数
料
　

1
袋
50
円

※
1
人
20
袋
以
内
、1
世
帯
40
袋
ま
で
。

■
申
込
方
法（
①
②
併
用
不
可
）

①
は
が
き（
優
先
）

　 

住
所
・
氏
名（
21
袋
以
上
は
２
人
分
記
載
）、

電
話
番
号（
昼
間
の
連
絡
先
）、申
込
数
量
を

記
入
の
上
、９
月
29
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で

に
左
記
に
郵
送

　
〒
８
７
７
‐
１
２
３
２

　
清
水
町
１
９
０
６
番
地

　
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

② 

電
話

　 

10
月
２
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で
に

電
話
で
申
込
み

※ 

申
込
順
に
配
布
日
程
を
連
絡
し
ま
す
。
受
渡

は
平
日
の
み
と
な
り
ま
す
。 

※ 

１
日
の
生
産
量
に
限
り
が
あ
り
、数
か
月
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

車
両
へ
の
積
込
み
は
各
自
で
お
願
い
し
ま

す
。
過
積
載
に
な
る
場
合
は
、２
回
以
上
に

分
け
て
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉕
５
８
１
１

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
公
聴
会

花
月
川
の
河
川
改
修
と
併
せ
て
改
修
事
業
を
進

め
て
い
る
日
田
都
市
計
画
道
路「
三
郎
丸
西
有

田
線
」の
変
更（
吹
上
町
交
差
点
～
城
町
橋
交
差

点
区
間
）に
係
る
素
案
を
縦
覧
し
、公
聴
会
を
開
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■
対
象
事
業
・
助
成
金

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
等

の
整
備（
１
０
０
～
２
５
０
万
円
）

② 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、大
規
模

修
繕（
対
象
と
な
る
事
業
費
の
５
分
の
３
以

内
に
相
当
す
る
額
で
、上
限
１
５
０
０
万
円
）

③ 

青
少
年
健
全
育
成
事
業（
30
～
１
０
０
万
円
）

④
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

　（
30
～
２
０
０
万
円
）

■
申
込
期
限

①
～
③
９
月
29
日
㈮

④
10
月
6
日
㈮

問  

①
～
③
に
関
す
る
こ
と

　 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

　
④
に
関
す
る
こ
と

　
防
災・危
機
管
理
課
防
災・危
機
管
理
係
　
　

　
☎
㉒
８
３
６
３（
市
役
所
4
階
）

ス
ポ
ー
ツ
市
民
意
識
調
査

市
で
は
、「
第
2
期
日
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
後
期
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
お
り
、ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。
無
作
為

抽
出
さ
れ
た
1
０
０
０
人
に
、９
月
初
旬
に
調

査
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２（
市
役
所
別
館
２
階
）

出
張
労
働
相
談

労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の
労
働
問
題
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
・
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
に
、弁
護

士
・
労
働
基
準
監
督
官
・
大
分
県
職
員
が
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、予
約
不
要
で
す
。

■
と
き
　

9
月
21
日
㈭

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

※
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
減
免

大
雨
災
害
に
よ
っ
て
滅
失
又
は
き
損
等
の
被
害

を
受
け
た
資
産
に
つ
い
て
、固
定
資
産
税
の
減

免
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
例
　
①
土
地
、②
家
屋
、③
償
却
資
産

① 

土
地
が
流
失
、水
没
又
は
崩
壊
し
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合

② 

土
砂
流
入
や
床
上
浸
水
等
に
よ
っ
て
家
屋
に

損
害（
半
壊
以
上
）が
あ
っ
た
場
合

③ 

浸
水
等
に
よ
っ
て
、事
業
の
用
に
供
す
る
資

産（
機
械
等
）に
修
理
や
交
換
を
要
す
る
損
害

が
あ
っ
た
場
合

※ 

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
適
用
の
可
否
及

び
減
免
割
合
を
決
定
し
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６（
市
役
所
1
階
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」と「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」が
、全
国
で
２
種
類
同
時

販
売
さ
れ
ま
す
！

■
発
売
期
間
　

9
月
20
日
㈬
～
10
月
20
日
㈮

※ 

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女
共
同

参
画
推
進
係
☎
㉒
７
５
１
５（
市
役
所
６
階
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
募
集

令
和
６
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
応
募

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
団
体

①
～
③
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

④
自
主
防
災
組
織

日
田
市
災
害
義
援
金
を
配
分
し
ま
す

■ 

対
象

　 

令
和
５
年
7
月
の
大
雨
災
害
で
、生
活
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
専
用
住
宅
が「
り
災
証
明

書
」の
判
定
で
①
全
壊
、②
大
規
模
半
壊
・

中
規
模
半
壊
・
半
壊
、③
準
半
壊
、④
床
上

浸
水
の
被
害
と
な
っ
て
い
る
世
帯

※ 

り
災
証
明
書
の
区
分
が「
準
半
壊
に
至
ら
な

い（
一
部
損
壊
）」は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※ 

り
災
証
明
書
の
申
請
は
、税
務
課（
市
役
所

1
階
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
配
分
額

　
①
65
万
円
　

　
②
32
万
５
千
円

　
③
④
６
万
５
千
円

■
申
請
方
法

　 「
被
災
者
住
宅（
生
活
）再
建
支
援
金
」を
申
請

す
る
こ
と
で
、日
田
市
災
害
義
援
金
の
申
請

を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。り
災
証
明

書
・
通
帳
を
持
参
し
、社
会
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

③
の
準
半
壊
の
う
ち
床
上
浸
水
で
な
い
世
帯

に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、義
援
金
配

分
申
請
書
・
り
災
証
明
書
・
通
帳
を
持
参
の

上
、会
計
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
合
先

・
被
災
者
住
宅（
生
活
）再
建
支
援
金
関
係

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
１
階
）

・
災
害
義
援
金
関
係
　

　
会
計
課
出
納
係

　
☎
㉒
８
２
０
７（
市
役
所
１
階
）

■
配
分
時
期

　
受
付
後
、随
時
、口
座
に
振
込
み

■
申
請
期
限
　
10
月
31
日
㈫

問
会
計
課
出
納
係

　
☎
㉒
８
２
０
７（
市
役
所
１
階
）

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
3
階
）

日
田
材
を
使
っ
て
店
舗
等
の

木
質
化
を
し
ま
せ
ん
か

■
補
助
対
象

① 

商
業
用
店
舗（
販
売
・
飲
食
等
）、旅
館
・
ホ

テ
ル（
フ
ロ
ン
ト
・
ロ
ビ
ー
）

② 

公
共
的
施
設
等（
教
育
福
祉
施
設
、病
院
、公

共
交
通
機
関
の
旅
客
施
設
や
休
憩
所
）

③ 

公
共
的
施
設
等
の
東
屋
、ベ
ン
チ
等
の
設
置

※ 

利
用
者
か
ら
見
え
な
い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
部
分

等
は
対
象
外
。

■
補
助
条
件

・
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

・
着
工
前（
契
約
前
）で
あ
る
こ
と

・ 

施
工
後
、日
田
材
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
こ

と（
看
板
等
の
設
置
）

・ 

①
は
内
外
装
を
日
田
材
で
15
㎡
以
上
木
質
化

す
る
こ
と

・ 

②
は
内
外
装
を
日
田
材
で
30
㎡
以
上
木
質
化

す
る
こ
と

※
そ
の
他
、条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
内
容

① 

内
外
装
木
質
化
に
か
か
る
工
事
費
の
２
分
の

１
を
補
助（
最
大
30
万
円
）

※ 

新
築
で
構
造
が
木
造
軸
組
工
法
の
場
合
、

5
万
円
を
加
算
。

② 

内
外
装
木
質
化
に
か
か
る
工
事
費
の
３
分
の

２
を
補
助（
最
大
50
万
円
）。

③ 

木
工
事
に
か
か
る
工
事
費
の
３
分
の
２
を
補

助（
最
大
10
万
円
）。

※
先
着
順
で
、予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

お
知
ら
せ

災
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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夜
間
中
学
模
擬
教
室

様
々
な
事
情
で
中
学
校
に
通
学
で
き
ず
、「
学

び
た
い
」「
学
び
直
し
た
い
」と
考
え
て
い
る
人

を
対
象
に
、「
夜
間
中
学
模
擬
教
室（
体
験
説
明

会
）」を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
と
き 

　
10
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮

・
１
日
目
　
午
後
６
時
～
８
時
45
分
　
　

・
２
日
目
　
午
後
６
時
～
８
時
15
分

※
午
後
５
時
30
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

と
こ
ろ

　 

日
田
教
育
事
務
所（
日
田
総
合
庁
舎
内
）

■
内
容

   

教
科
の
授
業（
中
学
１
年
生
程
度
）等
　
　

■
対
象
　
　 
①
県
内
在
住
で
満
16
歳
以
上
の
人

② 
外
国
籍
の
人
で
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な

い
人

※ 

詳
細
や
他
会
場
で
の
開
催
に
つ

い
て
は
、大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
５
１
２

　
学
校
教
育
課
指
導
係

　
☎
㉒
８
３
２
６（
市
役
所
別
館
２
階
）

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

大
分
県
地
域
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員

育
成
研
修
受
講
者
募
集

高
齢
者
等
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
知
識
を

分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
る「
大
分

県
地
域
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
」を
育
成
す
る

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

■ 

対
象

・  

10
月
24
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時
に
実
施
す
る

　
高
齢
者
へ
の
実
践
研
修
に
参
加
で
き
る
人

・ 

受
講
後
、公
民
館
や
地
域
で
高
齢
者
等
へ
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
支
援
を
積
極
的
に

行
え
る
人

■
と
き
　
10
月
４
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
2
階
　
会
議
室
３

■
募
集
数
　
10
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　 

電
子
申
請（
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
）又
は
電
話

で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
28
日
㈭

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

参
加
者
募
集

広
葉
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。
作
業
が
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
1
時
頃
　

※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
。

■
と
こ
ろ（
現
地
集
合
）

　
萩
尾
市
有
林

　（
萩
尾
公
園
管
理
事
務
所
横
）

■
募
集
数
　
約
50
人（
先
着
順
）

■ 

準
備
物

　
長
靴
、雨
具
、水
筒

木
造
住
宅
の
耐
震
キ
ャ
ラ
バ
ン

「
地
震
に
対
し
て
我
が
家
は
大
丈
夫
？
」「
費
用

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？
」「
支
援
制
度
は

あ
る
の
？
」な
ど
、木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
関

す
る
相
談
に
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、予
約
不
要
で
す
。

■
と
き
　
９
月
23
日
㈷

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
南
側
駐
車
場（
入
口
付
近
）

　
※
屋
外
で
実
施
し
ま
す
。

問 

建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６（
市
役
所
５
階
）

２
０
２
３
日
田
市

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ラ
ン
キ
ン
グ
マ
ッ
チ

世
界
で
活
躍
す
る
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
が
集
ま

る「
２
０
２
３
日
田
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ラ
ン
キ

ン
グ
マ
ッ
チ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
有

観
客
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　

　
９
月
30
日
㈯

・
シ
ニ
ア
男
子
エ
ペ
競
技

　
午
前
９
時
開
始 

・
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
サ
ー
ブ
ル
競
技

　
午
前
10
時
30
分
開
始

　
10
月
１
日
㈰

・
シ
ニ
ア
女
子
エ
ペ
競
技

　
午
前
９
時
開
始

・
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
サ
ー
ブ
ル
競
技

　
午
前
10
時
30
分
開
始

■
と
こ
ろ

　
日
田
市
総
合
体
育
館

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎
㉒
８
４
４
２（
市
役
所
別
館
２
階
）

■ 

申
込
方
法

　 

電
子
申
請（
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
）又
は
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
の

い
ず
れ
か
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
11
日
㈬

※
参
加
無
料
、昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

問 

林
業
振
興
課
森
林
整
備
係
☎
㉒
８
２
１
２

　
℻
㉒
８
２
４
６（
市
役
所
３
階
）

令
和
６
年
度
お
お
い
た
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
生
募
集

森
林
組
合
や
林
業
会
社
な
ど
の
林
業
分
野
へ
の

就
職
・
起
業
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、林
業
知

識
・
技
術
の
習
得
や
資
格
の
取
得
を
目
的
に
行

う
研
修
で
す
。
研
修
期
間
中
は
、月
額

12
万
９
千
円
の
就
業
準
備
給
付
金
の
支
給
等
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

研
修
期
間

　
令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月

　（
約
11
か
月
間
）

■ 

研
修
場
所
　
大
分
県
林
業
研
修
所（
由
布

市
）及
び
県
内
の
林
業
現
場
　
等

※
市
か
ら
交
通
費
補
助
を
予
定
。

■
受
講
料
　
無
料

■
募
集
数
　
12
人

■ 

申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を（
公
財
）森
林

ネ
ッ
ト
お
お
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右
記
二

次
元
コ
ー
ド
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、必

要
事
項
を
記
入
の
上
、郵
送
又
は
持
参

■
申
込
み
・
問
合
先

　
〒
８
７
０
‐
０
８
４
６

　
大
分
市
花
園
２
丁
目
6
番
46
号

　（
公
財
）森
林
ネ
ッ
ト
お
お
い
た

　
☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
３
０
０
９

■
申
込
期
限
　
９
月
29
日
㈮

※ 

林
業
振
興
課
窓
口
に
も
申
込
書
を
備
え
付
け

て
お
り
、申
込
受
付
も
行
い
ま
す
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２（
市
役
所
３
階
）
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・
来
所

　
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※ 

来
所
で
の
相
談
は
要
予
約
。な
お
、こ
の
期

間
以
外
で
も
平
日（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）で
あ
れ
ば
、随
時
、労
働
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

●
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

□
と
き
　
11
月
19
日
㈰

　
午
前
10
時
開
始

□ 

と
こ
ろ
　
日
田
林
工
高
校

□
申
込
期
間
　

・
電
子
申
請
　
９
月
17
日
㈰
～
26
日
㈫

・
書
面
申
請
　
９
月
20
日
㈬
～
29
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

●
第
４
回
日
田
市
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

□
と
き
　
11
月
23
日
㈷

□ 

と
こ
ろ

　
天
瀬
温
泉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

□
参
加
資
格

　 

日
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
こ
と
又
は
出
身
地

が
日
田
市
で
あ
る
こ
と

□
参
加
費
　
１
０
０
０
円（
1
人
）

※
別
途
、プ
レ
ー
フ
ィ
が
必
要
。

□
募
集
期
間

　
９
月
17
日
㈰
～
10
月
22
日
㈰

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　
☎
０
８
０
‐
５
２
０
０
‐
６
１
３
1（
原
田
）

後
期
技
能
検
定
試
験

働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し

公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮

■
申
込
先

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

※ 

受
験
申
請
書
は
、左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

職
種
・
試
験
日
等
詳
細
は
、大
分
県
職
業
能

力
開
発
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右
記
二
次
元

コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

　
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

●
お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

　
お
届
け
し
ま
す

□ 

工
事
内
容
　
軽
微
な
修
繕
、修
理
、介
護
保

険
対
象
工
事
、そ
の
他

□
費
用
　
工
事
費
用
実
費
程
度

□ 

対
象

　 

旧
日
田
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者
で

単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

※
申
込
受
付
後
、対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
８
０
‐
８
４
２
１
‐
６
０
３
２（
高
倉
）

●
県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、供
託
、訴
訟
、

遺
言
、成
年
後
見
等
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
で

き
ま
す
。

□
と
き（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

　
10
月
７
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

タ
ウ
ン
情
報

□
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ

問
大
分
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

●
在
職
者
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

　「
エ
ク
セ
ル
関
数
講
座
」

企
業
等
に
在
職
し
、エ
ク
セ
ル
の
基
本
的
な
操

作
の
で
き
る
人
を
対
象
に
、関
数
の
基
本
的
な

使
い
方
か
ら
、実
務
で
活
用
で
き
る
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
ら
れ
る
講
座
を
行
い
ま
す
。

□
と
き

　
10
月
19
日
㈭
・
20
日
㈮
・
23
日
㈪
・
24
日
㈫

　
午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

□
と
こ
ろ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数

　
10
人（
先
着
順
）

□
申
込
方
法

　
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
間

　
９
月
25
日
㈪
～
10
月
６
日
㈮

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

●
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
令
和
６
年
度
訓
練
生
募
集（
高
校
新
卒
前
期
）

□ 

対
象

　
令
和
６
年
３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

□
科
名

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

□ 

内
容

　 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
と
応
用
技
術

及
び
ワ
ー
プ
ロ
、簿
記
、会
計
等
の
事
務
処

理
を
習
得

□
授
業
料
　
無
料

□
募
集
数
　
20
人

□
募
集
期
限
　
10
月
４
日
㈬

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

●
第
１
０
３
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
10
月
22
日
㈰
　

　
午
前
９
時
15
分
～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

●
大
分
県
農
林
水
産
祭

　
お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ

県
産
農
林
水
産
物
の
販
売
、食
の
提
供
、木
工

教
室
、パ
ン
カ
フ
ェ
、ジ
ビ
エ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

□
と
き
　

・
10
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
10
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

□
と
こ
ろ

　
別
府
公
園（
別
府
市
）

問
大
分
県
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
大
分
県
地
域
農
業
振
興
課
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
５
８
２

●
悩
ま
ず
　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

解
雇
、賃
金
未
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、電
話
や
来
所
で
の
相
談
を
無
料
で

お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
と
き

　
10
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

　（
平
日
）　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　（
土
・
日
曜
日
）　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
い
ず
れ
も
来
所
受
付
は
終
了
の
１
時
間
前
ま
で
。

□
相
談
方
法

・
電
話

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

　
　（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

Information 9.15 次回の広報ひた10月１日号は、10月２日㈪に発送します。

試
験



日程を変更することがありますので、医療機関には事前に電話で確認してください。
又は市役所☎㉓３１１１、夜間・休日当番医案内☎㉓００９９（午後５時以降、自動音声案内）にお問い合わせください。

●医療機関には事前に電話で確認を！

■大分県こども救急電話相談
　☎０９７‐５０３‐８８２２又は＃８０００
■こどもの救急ホームページ
　社団法人日本小児科学会　http://kodomo-qq.jp

■�救急病院
　日田中央病院（淡窓２丁目）
　聖陵岩里病院（日ノ隈町）
　済生会日田病院（清水町）�
　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町）

☎㉓３１８１
☎㉒１６００
☎㉔１１００
☎㉔６２７０

問健康保険課保健医療係☎㉒８３７０（市役所3階）　大分県西部保健所☎㉓３１３３

　救急病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診によって、救急病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医を受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記の「当
番医」を受診しましょう。

救急病院
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日 当番医 所在地 電話番号
１ 日 隈診療所 隈1丁目 22-0033
２ 月 聖陵花月クリニック 清水町 27-5050
３ 火 福田内科クリニック 大宮町 25-5188
４ 水 日田石井町クリニック 大字石井 23-8123
５ 木 新関内科医院 田島2丁目 24-3355
６ 金 麻生小児科医院 淡窓2丁目 24-2323
７ 土 福田医院 清岸寺町 22-1648
８ 日 岩尾病院 淡窓2丁目 22-6161
９ 月 膳所医院 本町 22-3292
10 火 松浦クリニック 中央1丁目 24-4155
11 水 こじかこどもクリニック 清岸寺町 28-8771
12 木 日野内科 天神町 23-6009
13 金 福田内科クリニック 大宮町 25-5188
14 土 聖陵花月クリニック 清水町 27-5050
15 日 下飛田小児科 中央1丁目 24-1148
16 月 新関内科医院 田島2丁目 24-3355
17 火 日田石井町クリニック 大字石井 23-8123
18 水 隈診療所 隈1丁目 22-0033
19 木 福田医院 清岸寺町 22-1648
20 金 松浦クリニック 中央1丁目 24-4155
21 土 岩尾病院 淡窓2丁目 22-6161
22 日 日野内科 天神町 23-6009
23 月 こじかこどもクリニック 清岸寺町 28-8771
24 火 聖陵花月クリニック 清水町 27-5050
25 水 下飛田小児科 中央1丁目 24-1148
26 木 福田内科クリニック 大宮町 25-5188
27 金 麻生小児科医院 淡窓2丁目 24-2323
28 土 日田石井町クリニック 大字石井 23-8123
29 日 松浦クリニック 中央1丁目 24-4155
30 月 新関内科医院 田島2丁目 24-3355
31 火 岩尾病院 淡窓2丁目 22-6161

日 当番医 所在地 電話番号
 内科（急患に限ります。往診はしません）
1 隈診療所 隈1丁目 22-0033
8 岩尾病院 淡窓2丁目 22-6161
9 膳所医院 本町 22-3292

15 下飛田小児科 中央1丁目 24-1148
22 日野内科 天神町 23-6009
29 松浦クリニック 中央1丁目 24-4155
 外科（急患に限ります。往診はしません）
1 大河原病院 隈2丁目 22-3131
8 原病院 三本松2丁目 22-7151
9 若宮病院 南元町 22-7171

15 五反田病院 若宮町 23-8386
22 城谷病院 元町 23-6115
29 秋吉病院 豆田町 23-0808
 歯科（来院前に電話が必要です。★印は午前9時～正午）
1 伊藤歯科医院 玉川町 24-5700
8 ★アペックス歯科 元町 22-0075
9 樋口歯科クリニック 南元町 22-8881

15 もちまつ歯科医院 清水町 22-8071
22 ★アップル歯科医院 亀川町 24-7710
29 ごとう歯科医院 東町 22-0002

10月の夜間当番医
（診療時間：午後７時～10時）

10月の日曜・祝日当番医
（診療時間：午前９時～午後５時）

● 当番医は救急医療のためのものです。緊急でやむを得
ない場合に受診するようお願いします。

● 風邪症状などで軽症の人はできるだけ夜間・休日当番
医での受診を控え、平日の診療時間内に受診してください。

● 当番医は通常体制でないため、希望どおりの診療が困
難な場合があります。

健康いちばん
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健康保険課健康支援係では、女性特有の悩みを相談する
「女性専用健康相談」や「こころの相談」も受け付けていま
す。個室の相談室で対応し、秘密は守られます（要予約）。

内容 対象 日 会場
７か月児健診 令和5年3月生まれ 12日㈭

市役所７階　大会議室１歳６か月児健診 令和4年3月生まれ 24日㈫・25日㈬
３歳６か月児健診 令和2年4月生まれ 3日㈫・4日㈬

10月の健康掲示板

乳幼児相談
子供の身体測定や子育て、離乳食について相談できます。
希望者は前日（平日のみ）までに下記にご予約ください。
5日㈭　9：30～11：30　ウェルピア

栄養相談の日
管理栄養士に栄養や食事に関することを相談できます。
希望者は前日（平日のみ）までに下記にご予約ください。
5日㈭　13：00～15：00　ウェルピア

地区担当保健師をご存じですか？

　育児・健康相談や地域活動における健康講話など、子育てや健康づくりを
サポートします。お気軽に地区担当保健師までお声掛けください。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００ ℻㉔０３２１（ウェルピア内）

※対象者には、受付時間等の詳細を個別に通知します。

乳幼児の健診

母子健康手帳の交付
毎週水・金曜日（祝日、年末年始を除く）
上記交付日以外、又は各振興局での交付希望者は、
こども家庭相談室☎㉒８２３０にお申し込みください。
９：00～16：00　こども家庭相談室（市役所１階）

健康教育
健康相談

各地区の公民館で開催されてい
る高齢者サロンなどに出張し、
健康づくりのための講話や運動、
血圧測定などの健康相談を実施
します。

健康づくり
ボランティアの

育成

ステップ運動リーダー、健康運動
リーダーなど、健康づくり活動の
リーダーとして活躍してもらう人
たちの養成講座を隔年で実施し
ています。フォローアップ講座な
どの研修も開催しています。

住民健診
がん検診

各地区での健康診査やがん検
診での面談、健診結果の説明会
の開催など、皆さんの健康の維
持・増進のお手伝いをします。

各種育児
発達相談会

各地区で開催されている子育て
サロンなどに伺い、身体測定や
育児相談に応じます。また、保健
福祉センター等で、乳幼児相談
会や各種発達相談会（要予約）
も開催しています。

悩み・不安
に対する相談

妊娠期から出産後の悩み・不
安に対して、訪問・来所・電話
などで相談を受けています。

赤ちゃん訪問

日田市に住民票がある全ての赤
ちゃんのお宅に保健師や看護師
が伺い、赤ちゃんの発育状況の
確認や、お母さんの健康相談・
育児相談などを行います。

働き盛り・高齢者世代に対して子育て世代に対して

「地区担当保健師」はこんな活動をしています！
皆さんのお住いの地区には、それぞれ担当の保健師が配置されています。
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広報ひたは、資源保護のため植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル 
デザインフォントを採用しています。

     は事前予約が必要です。

1307

とき ところ 問合せ
巡
回
相
談
会

身 体・知 的・
療育・精神に
関すること

2日㈪ 10:30～12:00 天瀬公民館　東渓分館

社会福祉課障害福祉係
☎㉒８２９０

5日㈭ 10:30～12:00 上津江振興局
13:00～14:30 中津江振興局

20日㈮ 10:30～12:00 前津江振興局
13:00～14:30 大山公民館

不動産市民相談室 2日㈪ 13:00～15:00 宅建日田支部 
（日田駅裏イエロービル２階）

宅地建物取引業協会日田支部
　 ☎㉔２１０３ ℻㉔４３２１

人権なんでも相談所 3日㈫ 10:00～15:00 大分地方法務局日田支局 大分地方法務局日田支局
☎㉒２７１９17日㈫

所有山林巡回相談 3日㈫ 10:00～14:00 上津江振興局 林業振興課森林整備係
☎㉒８２１２

弁護士相談会 4日㈬ 13:00～17:00 ウェルピア１階　相談室 日田市社会福祉協議会
　 ☎㉔７０２６ ℻㉔３４５２

大分県交通事故相談
被害者・加 害者、人 身
事故・物損事故など

10日㈫ 10:30～15:00 大分県西部振興局 大分県西部振興局
　 ☎㉓２２００ ℻㉒３３９２

平日　　  ８:30～12:00
　　　　 13:00～17:00 大分県庁舎別館５階

大分県生活環境企画課
交通事故相談所
☎０９７- ５０６-２１６６

労働相談会 11日㈬ 10:00～12:30 日田商工会議所 大分県社会保険労務士会日田支部
　 ☎℻㉔２６３９

定例行政相談
官公庁に対する意見・
要望や悩みごとなど

13日㈮

10:00～12:00

前津江振興局
総務課行政係（３日以内窓口）
☎㉒８２３３

18日㈬ 天瀬公民館・上津江振興局
19日㈭ 中津江振興局
20日㈮ 大山振興局

一日合同行政相談 26日㈭ 12:00～15:00 市役所7階　大会議室 詳細は広報ひた10 月１日号に掲載します

子育てに関する相談 平日　　  ８:30～17:00
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

市役所１階 こども家庭相談室こども家庭相談係
☎㉒８２３０

ウェルピア１階 健康保険課健康支援係
☎㉔３０００

里親に関する相談 平日　　  ９:30～16:00
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く） 市役所１階 こども家庭相談室こども家庭相談係

　 ☎㉒８２３０ ℻㉒８２５８

遺言等無料公証相談
平日　　   9:00～12:00
　　　　 13:00～17:00

（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
日田公証役場 日田公証役場

　 ☎㉔６７５１ ℻㉔６７９１

司法書士相談会
相続・遺言など

第３土曜日13:00～16:00
（祝日、年末年始を除く）

大分県司法書士
総合相談センター
日田特設会場

大分県司法書士会
　 ☎０９７‐５３２‐７５７９
　 ℻０９７‐５３２‐３５６０

生活自立相談 平日　　  ８:30～17:00
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

市役所１階
（南側出入口から入って右側）

ひた生活支援相談センター
☎㉒５２９９

消費生活に関する
相談

平日　　  ８:30～17:00
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く） 市役所６階 日田市消費生活センター

☎㉒９３９３

9/25から予約受付

10月の無料相談

登録はこちら▶
ひた防災メール

防災ラジオ

▲貸与申請はこちら

防災・危機管理課防災・危機管理係
☎㉒８３６３（市役所４階）

問
地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）問

① メニュー画面の「生活情報」をタップし
「生活情報」の画面を表示 

②  「公共交通」を選択後、「鉄道」「BRT」
「バス」「デマンドタクシー」から調べ
たい公共交通機関を選択し、検索

友だち登録はこちら▲

「公共交通情報」は市公式LINEから
鉄道・BRT・バス・デマンドタクシーの情報


